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  はじめに

甚大な被害をもたらした東日本大震災から、

すでに2年半以上が経った。報道等を見る限り、

震災直後に比べると、がれきも片付けられ養殖

業や漁業など主たる産業も徐々に回復し、被災

地は復興に向けて順調に歩みだしたかのよう

な感がある。一方、被災地を歩いていると、「何

も変わっていない」「復興はほとんど進んでい

ない」といった話が至るところで聞かれる。

この一見すると矛盾したかのような、表面

的な復興に向けて前に進んでいるかのように

見えるプロセスと、被災地の人々の全く進んで

いないという感覚との間のずれとはいったい

何なのか。本稿では、この問題について、宮城

県本吉郡南三陸町戸倉波伝谷（以下、「波伝谷」

と記す）の事例をもとに、震災前の暮らしの特

徴、震災後の動きも踏まえつつ被災地の現状を

いかに理解すべきか検討し、そこから見えてく

る復興に向けての課題について考えてみたい。

  1．震災前の波伝谷の暮らし

今回取り上げる波伝谷は、リアス式海岸で

知られる三陸沿岸の南部、志津川湾南岸の戸倉

半島に位置し、2000（平成12）年のセンサス

によれば82世帯、284人、カキ・ホヤを中心と

した養殖業と農業を軸に暮らしが営まれてい

た。特に、養殖業は盛んで、ウニやアワビ漁も
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行っていることから、漁村のように見えるが

（写真1、2）、この養殖業は1960（昭和35）年

のチリ地震津波以降とされ、それ以前は養蚕

業を主たる生業としていた。

さらに、近世期には製塩業やその薪確保の

ための山林利用が中心で、これらの点から、各

時代のニーズに合わせ、陸上、海上を問わず、

自然資源を最大限に活用し、変化の中で暮らし

が営まれてきた点が指摘できる。なお、その技

地域の暮らしと復興の課題

写真1　ホヤの殻むき作業

写真2　アワビの開口



特集1◆災害と環境教育

34 学術の動向　2013.12

術や経営方針は各家によってさまざまで、まさ

に個人経営のようであり、きわめて独立性が高

かった点も押さえておきたい。

また、社会組織として契約講は注目される。

1876（明治9）年成立、集落の祭りや生業、村

落運営に深く関わり、その代表たる講長は行政

区長の任命、三役と呼ばれる副講長・会計とと

もに行政との折衝を行うなど、まさに波伝谷の

代表ともいうべき存在であった。総会と称され

る集まりは、震災前には3月第2土曜日と10月

第4日曜日の年2回あり、時には激しい議論が

たたかわされるなど、結衆というより各家の利

害調整の場ともなっていた。なお、震災前には

契約講のほか、新しい分家や移住者による親興

会、波伝谷会もあった。

波伝谷の祭りで注目されるのが、春祈祷であ

る。契約講の春の総会の翌日に行われ、春を迎

えるにあたって、若者たちが各家を回り、獅子

舞によって集落中の厄災を祓うもので、およそ

全戸・全世代が関わり、異世代間の交流の機会

となるなど、波伝谷の人々をつなぐ重要な行事

として位置づけられ、さらに震災前には親興会・

波伝谷会も協力するなど、まさに波伝谷を代表

する行事であった。

このように、震災前の波伝谷の暮らしの特徴

として、時代のニーズに合わせ各家の独立性が

顕著な生業、その家々の利害調整の場としての

契約講、そしてこれらの人々をつなぐ貴重な機

会としての春祈祷を軸に、暮らしが営まれてき

たのである。

  2．震災後の動き

このような波伝谷の暮らしも、震災によって

ことごとく破壊される。1戸（全壊）を残し全

戸流出、犠牲者16名、その後2名が亡くなる。

養殖関係の被害は、カキ・ワカメ・ホタテだけ

で波伝谷を含む戸倉地区全体で約11.5億円、ホ

ヤ等を含めるとそれ以上であった（写真3）。

震災直後、近くの高台に避難していた人々

も、翌日には宮城県志津川自然の家（通称、海

青）に集まりはじめ、大部分が波伝谷の人であっ

たことから、3日後には契約講長や区長を中心

写真3　震災による景観の変化
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に作業分担がはじまり、役場職員が来ると物資

班や給食班などの役割がはっきりし、何事もス

ムーズにいったという。震災前の波伝谷の村落

運営の経験を活かし、避難生活がスタートした

のである。

しかし、数週間経つと、この避難所が閉鎖さ

れるとの噂が広がり、行政の指示もあって、4

月4日には鳴子や登米など遠隔地への避難がは

じまる。一方、波伝谷に残る人もいたことから、

契約講では4月1日に講員が集まり、共有財産

の定期預金を解約・分配して、一時休講となっ

た。波伝谷の人々はバラバラの避難生活を余儀

なくされるのである。

5月には仮設住宅が建設され入居もはじまる

が、必ずしも集落単位ではなかった。特に、お

年寄りなどが別々で暮らすのは大変であり、私

有地の高台でも5戸分くらいあれば建設可能と

いう話が伝わると、波伝谷に仮設住宅を作ろう

という話が出てきた。そして、提供された土地

に18戸が建設され、8月に完成したのが、波伝

谷仮設住宅である。ここは波伝谷の人だけだっ

たこともあり、集会所は各仮設住宅等に分散し

た人も利用することになる。人々を再び結びつ

ける場が誕生したのである（写真4）。

このような状況の中、高台移転をどうするか

も重要な関心事となる。行政との折衝等、やは

り契約講が必要ということになり、10月には

臨時総会が開催される。新役員を選出し、2012

（平成24）年3月4日には春の総会が開催され、

契約講を軸とした震災前の暮らしをモデルに、

波伝谷は新たな暮らしの構築に向けて出発す

ることになるのである。

  3．暮らしの基盤の再構築と問題点

一方、生業については、5～ 6月になると残っ

た船を使って海の調査やがれきの撤去作業が、

これと並行して7月にはワカメやカキの養殖再

開に向けての準備もはじめられる。撤去作業が

一段落ついた2012年2月には「がんばる養殖」

が開始するのである。これは、2011年度第3次

補正予算により措置された対策で、震災で壊滅

的な被害を受けた被災地域の養殖業について、写真4　波伝谷仮設住宅集会所での食事会
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共同化による生産の早期再開と経営再建の取

り組みに対して支援を行う事業である。

そもそも、この話はすでに8月～ 9月頃には

話に出ていて、採用するに当たっては相当混乱

し、なかなか結論は出なかった。特に問題となっ

たのは、集落を単位とした共同作業を前提とし

ていた点であった。震災前の波伝谷の養殖業は

個人経営に近いもので、それが共同作業による

給与制になることは、同じ養殖業といっても

転職に近く抵抗があった。それでも採用した

のは、養殖資材や船の提供、赤字の補填のほ

か、事業終了後すべて受け取ることができるか

らである。激甚災害の補助は、立替払いで割合

も低く、すぐに仕事を始めようとすると、これ

しかなかった。さらに、実際に動きはじめると、

各家の方法がぶつかり合うことになる。効率化

をめざした共同作業化が、逆に地域の結束を崩

すことになったのである（写真5）。

以上のように、東日本大震災は、波伝谷の

人々の暮らしの基盤のすべてを奪い去り、契約

講等の休講や遠隔地避難など、地域を結びつけ

る組織や場も失った。しかし、波伝谷仮設住宅

の建設、高台移転に伴う契約講の再開など、震

災前の暮らしをモデルとして生活の再建を目

指そうとする。これに対し、支援事業は「復興」

という名の下で、外部の力でこれとは異なる方

向に導くものであった。産業のみ見て、それを

支える暮らしのあり方は考慮されなかった結

果、再び結束し再出発しようとしていた人々に

混乱を生じさせたのである。

  4．春祈祷の「復活」

このような中、春祈祷復活の話が持ち上が

る。ある人が混乱の中、震災前の暮らしを思い

出して涙を流したという話が伝わり、若者たち

の間で今の波伝谷の人々を結びつけるのは春

祈祷しかない、もう一度やろうということにな

るのである。

震災当時、獅子頭は無事だったが、それ以

外の道具類すべてが津波に流され、これをどう

するかが課題となった。若者たちは外から支援

を募るより、波伝谷の結束を図るため、地域内

でお金を出し合って復活しようということで、

2012年1月には有志で決起集会も開かれた。一

方、若者たちの動きを知った契約講の講長をは

じめとする三役は、被災した中での費用負担は

厳しく、やはり支援は必要だと考え、若者たち

とは別に動き出す。両者の考えの違いもあって、

時には混乱することもあったが、最終的にはす写真5　「がんばる養殖」での共同作業
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べてがそろい、本来より1か月遅れの2012年4

月15日の戸倉神社の春祭りの日に行われるこ

とになった。

当日は、波伝谷仮設住宅の集会所に集合、戸

倉神社に向かい参拝、東側の境に移り神事と獅

子舞、波伝谷の人も住む津の宮仮設住宅、戸倉

漁協の仮事務所を経て、震災後共同避難生活を

送った志津川自然の家、そのグランド仮設住宅、

ボランティアが多く手伝う小山漁業部を経て、

波伝谷仮設住宅で昼食。その後、魔王神社、水

戸辺の仮設住宅、戸倉中学校仮設住宅を経て、

西側の境で舞った後、波伝谷漁港で榊を海に流

し、戸倉神社に戻り参拝後解散となった。各仮

設住宅では、神事と獅子舞が奉納され料理も振

る舞われ、特に波伝谷仮設住宅では女性たちが

食事を準備し、男性も含めて多くの人が集まり、

震災後初めて顔を合わすという人もいて、和や

かな雰囲気の中で楽しそうに笑顔で歓談する

姿は、震災前に戻ったかのようで、とても印象

的であった（写真6）。

このように、震災およびその後の復興支援

事業の混乱の中、波伝谷の人々を再び結びつけ

る機会として、震災前の春祈祷が活用されたの

である。このような例は、他の被災地でもみら

れ、報道等により民俗の力やコミュニティの強

い結びつきといった震災前からの連続性で取

り上げられることが多かった。しかし、実際に

は、震災による暮らしの喪失、復興政策による

混乱の中、震災前の暮らしを活用する形で、ま

さに震災状況下への対応として新たに創り出

されたものだったのである。

  5．暮らしは落ち着いたのか

その後、「がんばる養殖」も以前に比べ落ち

着きはじめている。何か特別な方法で解決した

わけではなく、違いを許容しなければ作業が進

まないことから、とりあえず状況に合わせてい

くうち、以前ほど矛盾点が気にならなくなった

だけのことである。さらに、志津川港にあるカ

キむき場までバスで向かうが、その中は非常に

盛り上がるそうで、まさに作業自体が人々の交

写真6　「復活」した春祈祷
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流の場ともなっている。全体的にみると、開始

当時に比べ、現状に合わせ協調し、利用する例

も出てきた点は押さえておく必要がある。また、

2011年にはできなかったウニやアワビの開口

も、2012年には再開され、矛盾をはらみつつ

も、復興に向け順調に進んでいるようにもみえ

る（写真7）。

農業についても、農地の整備や、「農と福祉

の連携によるシニア能力活用モデル事業」を活

用したおばあさんたちの野菜作りがはじめら

れるなど、再開に向けて動き出している。

一方、高台移転であるが、波伝谷内では2か

所に集団移転の場が設けられるほか、個人で再

建する例が数軒、また南三陸町が建設する復興

住宅に移るという人もいる。ただし、集団移転

に契約講は関与せず、移転先ごとに別に集まっ

て相談し、行政との折衝はその代表者が行って

いる。ただ、どうするか現在も迷っている人も

いて、まだまだ課題は多い。

このような中、震災後二度目の契約講の春の

総会と春祈祷も行われたが、契約講の総会は本

来の日程より1週間遅れで開催され、前年に比

べて出席率も低く、高台移転にも関与してない

ことから、存在意義を失うといった声も出はじ

めるほど、寂しいものであった。

春祈祷も前年度に倣い、4月21日に行われる

予定であったが、契約講の総会では本来の日程

に戻すべきという声も聞かれ、震災後のあり方

に違和感を持つ人も出はじめてきた。また、悪

天候になったことから、契約講三役の判断で翌

週に延期となり、そのため人も揃わず盛り上

がりにも欠け、「もうなくなってしまうのでは」

といった声も聞かれるほどであった。

このように、震災後2年目を迎えると落ち着

きはじめたようにみえるが、これは復興政策下

での暮らし、つまり震災後の生活環境に適応し

た結果であった。この点からすれば、特に2年

目の春祈祷が盛り上がらなかったことは注目

される。震災後の春祈祷は復興政策下の混乱を

背景に行われたものであった。しかし、課題は

多いものの、その状況に慣れる中で、存在意義

が薄れてきた結果なかなか盛り上がらず、また

落ち着いていく中で震災前の春祈祷との違い

が目立つようになってきたのではないか。高台

移転もこれからであることを考えると、厳密に

いえば、まだまだ復興政策・震災状況下にある

といえるのである。

  おわりに

このような現状からすれば、被災地の「何

写真7　仮作業場でのカキの殻むき作業



39学術の動向　2013.12

も変わっていない」「復興はほとんど進んでい

ない」という発言も理解できるのではないか。

では、なぜ復興が進んでいると錯覚してしまう

のか。それは、災害だけを軸に被災地を見てい

るからである。たしかに、津波やがれきの映像

はインパクトがあり、そこに引きずられてしま

いがちであるが、被災地の人々にとって一番ダ

メージを与えたのは、これにより暮らしの基盤

が根こそぎ破壊されたことであった。

また、震災後まもなく民俗芸能や祭りの「復

活」が報道等で注目された影響もあるのではな

いか。地域の結びつきが震災を乗り越え力強く

残ったかのような誤解を招き、復興は近いと錯

覚させたのかもしれない。しかし、これらは震

災状況下でのぎりぎりの状況の中で、彼らが震

災前の暮らしを活用し新たに創り出したもの

だったことは前述の通りである。

以上の点からすれば、被災地はまだ復興に向

けての出発の準備段階にあるといえよう。災害

だけを軸にして判断すると誤ってしまう。復興

支援政策が終了しどう自立していくのか、また

高台移転後コミュニティをどう作っていくの

か、模索の日々が続く。私たちは、暮らしとい

うものを軸に、日々変化する被災地の現状を把

握し、ニーズを拾い上げ、何ができるのか、引

き続き考え実践していく必要がある。実は、学

問の知識を活かした貢献の機会は、これからが

本番なのかもしれない。
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